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 安全管理を考えるためには、まず「安全とは何か」がポイントになります。安全とは、 

「受け入れられないリスクがないこと」と言われます。機能させるためには、継続すること

ができる能力が必要になってきます。 

 

 

〇 Why（なぜ）型思考と、What（なに）型思考 

「もっと考えて仕事しろ！」若い頃一度や二度言

われた言葉ではないでしょうか。「考えること」と

は、人により 2つの比較があります。 

「なぜだろう？」と「なんだろう？」似ています

が、考える上で重要な思考回路なのです。 

言われたことだけやる人（What）、言われたこと

以上に考えてやる人（Why）とは全然違います。 

なぜだろう？と考えるようにすることで、仕事に

対しても、安全管理に対しても、先読みをした行

動が出来るのではないでしょうか。 

 新年度に向けて、もう一度安全に対しての見直しを 

していきましょう。道具の手入れと整理の徹底、安全

施工サイクル、安全ルール、KY活動の確認。 

新しく仕事を始める前に、安全に作業取り組めるよう

に、確認しましょう！一番大事なことは、体調管理！ 

食生活の改善、ストレッチも率先しましょう。 

 

☆道具の手入れ 

☆道具の整理整頓 

☆身の周りの片付け 

☆重機の点検 

☆車両の整備 

☆不足品の補充 

 

 

 

 

① 「何かが起こった時に反応できる能力」 

② 「何が重要であるかを理解できる能力」 

③ 「予測できる能力」 

④ 「学習できる能力」 

悪いことを減らすのではなく、上手くいくこ

とを増やすことで、より安全な状態になる。 


